
元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用

大

橋

毅

顕

は
じ
め
に

元
禄
期
に
将
軍
綱
吉
が
、
牧
野
成
貞
や
柳
沢
吉
保
を
側
用
人
に
登
用
し
て
政
治

を
行
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る⑴
。
ま
た
、
元
禄
期
の
幕
府
財
政
は
、
将
軍
綱
吉

に
よ
る
寺
院
造
営
や
修
復
、
諸
大
名
邸
へ
の
御
成
り
な
ど
に
よ
る
支
出
増
大
、
商

品
生
産
の
発
展
や
物
価
騰
貴
に
よ
り
、
幕
府
財
政
が
悪
化
し
た
時
期
と
さ
れ
る⑵
。

幕
府
は
財
政
問
題
や
経
済
政
策
を
重
視
し
、
貨
幣
改
鋳
の
他
、
長
崎
運
上
金
徴
収
、

酒
運
上
金
徴
収
、
地
方
直
し
、
質
地
の
承
認
、
金
銭
訴
訟
の
受
理
な
ど
を
行
っ
た⑶
。

こ
れ
ら
の
経
済
政
策
は
、
綱
吉
側
近
を
軸
と
し
て
、
勘
定
方
役
人
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
た⑷
。
特
に
柳
沢
吉
保
が
側
用
人
、
荻
原
重
秀
が
勘
定
差
添
役
（
後
の
勘
定
吟

味
役
）
に
就
任
す
る
と
、
柳
沢
・
荻
原
が
大
き
く
関
わ
る
経
済
政
策
を
展
開
し
た⑸
。

幕
府
の
政
策
に
関
連
し
て
、
老
中
や
若
年
寄
に
よ
る
法
令
伝
達
や
幕
令
の
作
成
過

程
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る⑹
。

本
稿
で
は
、
元
禄
期
の
経
済
政
策
の
一
つ
で
あ
る
幕
府
為
替
御
用
を
取
り
上
げ
、

創
業
期
三
井
家
を
中
心
に
分
析
す
る
。
具
体
的
に
は
、
幕
府
為
替
御
用
に
つ
い
て

阿
部
正
武
や
柳
沢
吉
保
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
に
注
目
す
る
。
阿
部

正
武
は
忍
藩
、
柳
沢
吉
保
は
川
越
藩
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
阿
部
正
武
は
、
藩
主

在
任
中
に
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
一
度
だ
け
忍
城
に
入
っ
た
の
み
で
帰
国
す

る
こ
と
が
な
く
、
国
元
で
は
家
老
た
ち
が
領
内
の
仕
置
を
担
当
し
て
い
た⑺
。
柳
沢

吉
保
は
、
側
用
人
か
ら
老
中
・
大
老
格
に
就
任
し
、
川
越
藩
主
と
な
る
が
、
幕
政

の
中
核
に
あ
り
江
戸
城
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る⑻
。

幕
府
為
替
御
用
に
関
す
る
研
究
は
戦
前
よ
り
蓄
積
が
あ
る
が
、
為
替
仕
法
の
概

略
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た⑼
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

商
品
流
通
史
の
観
点
か
ら
為
替
研
究
も
進
展
し
、
幕
府
為
替
御
用
の
仕
組
み
や
取

引
の
流
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た⑽
。
幕
府
為
替
御
用
を
拝
命
し
た
三
井
家
に
つ
い
て

は
、
賀
川
隆
行
が
、
三
井
両
替
店
は
幕
府
の
公
金
御
為
替
を
引
き
受
け
て
以
来
、

三
井
家
の
営
業
の
一
つ
の
柱
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る⑾
。
そ
の
後
、

為
替
御
用
の
成
立
期
以
降
の
研
究
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑿
。

従
来
の
研
究
は
、
大
坂
御
金
蔵
か
ら
為
替
御
用
達
が
銀
を
受
け
取
っ
た
後
の
取

引
の
流
れ
を
中
心
に
分
析
す
る
も
の
、
三
井
家
の
経
営
の
中
で
論
じ
ら
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
為
替
御
用
に
指
示
を
出
す
政
策
主
体
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
流
通
史
・
貨

幣
史
・
経
営
史
の
中
で
分
析
さ
れ
て
き
た
研
究
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
幕

府
の
経
済
政
策
に
注
目
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
元
禄
期
の
経
済

政
策
は
、
幕
府
財
政
の
圧
迫
お
よ
び
、
そ
の
補
填
の
た
め
に
元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
か
ら
始
ま
る
貨
幣
改
鋳
を
実
施
し
た
こ
と
、
荻
原
重
秀
と
金
座
・
銀
座
が
利

害
関
係
か
ら
結
び
付
き
賄
賂
を
取
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
き
た⒀
。
そ

の
た
め
、
新
興
商
人
で
あ
る
三
井
家
と
幕
府
為
替
御
用
に
注
目
す
る
こ
と
は
元
禄

時
代
を
考
え
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
。

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

二
五



表
１
三
井
家
の
出
店
状
況
と
幕
府
御
用
拝
命
年

（
注
）『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
（
三
井
文
庫
、
１９８０年

）
よ
り
作
成
。
作
表
中
の
○
は
開
店
年
・
拝
命
年
を
示
し
て
い
る
。

二
六

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



以
上
の
先
行
研
究
整
理
を
踏
ま
え
、
本
稿
の
課
題
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。
①
幕
府
経
済
政
策
の
中
に
為
替
御
用
を
位
置
づ
け
る
こ
と
、
②
為

替
御
用
を
拝
命
し
た
商
人
の
格
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
、
③
阿
部
正
武
や
柳

沢
吉
保
と
為
替
御
用
達
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し

た
点
に
留
意
し
つ
つ
本
稿
で
は
、
幕
府
の
経
済
政
策
の
一
部
を
担
う
為
替
御
用
の

意
義
を
検
討
す
る
。

一

幕
府
為
替
御
用
の
制
度

（
１
）
創
業
期
三
井
家
の
概
要

創
業
期
三
井
家
の
出
店
状
況
と
幕
府
御
用
拝
命
し
た
年
を
表
１
に
示
し
た
。
三

井
高
利
が
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
江
戸
に
呉
服
店
（
江
戸
本
店
）、
京
都
に

呉
服
仕
入
店
（
京
本
店
）
を
開
き
、
そ
の
後
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
江
戸

両
替
店
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
京
両
替
店
を
開
い
た
。
な
お
、
こ
の
時
期

に
三
井
家
は
松
坂
か
ら
京
都
に
本
拠
を
移
し
て
「
江
戸
店
持
京
商
人
」
と
な
っ
た⒁
。

貞
享
年
間
に
は
江
戸
と
京
都
に
お
い
て
複
数
の
呉
服
店
を
開
い
た
。
大
坂
に
は
元

禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
呉
服
店
と
両
替
店
を
開
い
た
。
三
井
家
は
、
貞
享
四
年

に
側
用
人
牧
野
成
貞
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
幕
府
払
方
御
納
戸
御
用
達
に
就
任
し
た⒂
。

ま
た
、
元
禄
二
年
に
は
御
元
方
御
納
戸
御
用
も
拝
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
戸

・
京
都
・
大
坂
の
三
都
に
呉
服
店
と
両
替
店
を
設
置
し
、
幕
府
御
用
達
商
人
の
地

位
に
つ
い
た⒃
。
創
業
期
の
三
井
家
は
、
呉
服
業
の
成
功
と
両
替
店
の
堅
実
な
発
展

に
よ
り
成
長
し
た
の
で
あ
る⒄
。

（
２
）
幕
府
為
替
御
用
の
拝
命

元
禄
三
年
六
月
、
江
戸
両
替
町
（
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）
・
駿
河
町
（
中
央

区
日
本
橋
室
町
）
の
両
替
屋
は
全
員
、
町
年
寄
の
奈
良
屋
市
右
衛
門
方
へ
集
ま
る

よ
う
に
連
絡
が
あ
り
、
町
奉
行
か
ら
の
申
し
渡
し
が
伝
え
ら
れ
た
。
幕
府
が
大
坂

御
金
蔵
に
あ
る
金
銀
の
為
替
に
よ
る
送
金
御
用
を
申
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

希
望
す
る
も
の
は
名
乗
り
出
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
応
じ
た

の
は
、
越
後
屋
八
郎
兵
衛
、
三
井
次
郎
右
衛
門
、
坂
倉
屋
三
郎
左
衛
門
、
中
川
屋

清
三
郎
・
大
坂
屋
六
右
衛
門
・
海
保
屋
半
兵
衛
・
島
屋
喜
兵
衛
・
海
保
屋
伝
左
衛

門
・
海
保
屋
六
兵
衛
・
和
泉
屋
（
泉
屋
）
三
右
衛
門
・
朝
田
屋
与
兵
衛
・
中
川
屋

三
郎
兵
衛
の
一
二
名
で
あ
っ
た⒅
。
な
お
、
他
に
も
希
望
を
出
し
た
商
人
が
い
た
よ

う
で
あ
る
が
構
成
員
に
入
っ
て
い
な
い⒆
。
三
井
家
か
ら
は
、
呉
服
店
の
越
後
屋
八

郎
兵
衛
（
高
平
）
と
両
替
店
の
三
井
次
郎
右
衛
門
（
高
伴
）
の
二
名
が
応
じ
た
。

こ
の
一
二
名
は
江
戸
本
両
替
町
・
駿
河
町
・
本
銀
町
・
室
町
三
丁
目
に
店
を
持
つ

商
人
で
、
越
後
屋
八
郎
兵
衛
以
外
の
一
一
名
は
江
戸
本
両
替
仲
間⒇
に
加
入
し
て
い

る
両
替
屋
で
あ
っ
た
。
名
乗
り
出
た
一
二
名
は
元
禄
四
年
に
為
替
御
用
を
拝
命
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
二
名
は
、
は
じ
め
は
一
二
名
一
組
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
三
井
家
と
他
一
〇
名
が
分
離
し
、
三
井
組
と
十
人
組
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た21
。

表
２
は
為
替
御
用
達
商
人
の
本
両
替
仲
間
加
入
時
期
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
入
が
早
い
の
は
中
川
屋
三
郎
兵
衛
で
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
で
あ
り
、
三
井

次
郎
右
衛
門
が
元
禄
元
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
時
の
店

・
住
宅
を
見
る
と
、
江
戸
お
よ
び
京
都
・
大
坂
に
住
宅
を
持
つ
商
人
が
九
人
で
、

京
都
・
大
坂
・
江
戸
の
い
ず
れ
か
に
店
を
所
持
し
て
い
る
商
人
が
三
人
で
あ
っ
た
。

海
保
屋
伝
左
衛
門
と
島
屋
喜
兵
衛
は
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）か
ら
正
徳
五
年（
一

七
一
五
）
の
間
に
為
替
御
用
か
ら
脱
退
し
て
い
る
。
な
お
、
同
時
期
に
蔵
田
七
郎

右
衛
門
・
細
井
戸
市
郎
右
衛
門
が
加
入
し
て
い
る22
。
為
替
御
用
の
構
成
員
に
つ
い

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

二
七



て
は
、
三
井
家
を
除
く
十
人

組
の
構
成
員
は
異
動
が
激
し

か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る23
。

﹇
史
料
１
﹈

一
元（
マ
マ
）
録
四
年
未
二
月
、
御
勘

定
御
奉
行
松
平
美
濃
守
様

於
御
宅
、
稲
生
伊
賀
守
様
、

御
吟
味
諸
星
伝
左
衛
門
様

・
荻
原
彦
次
郎
様
、
御
金

奉
行
中
様
御
三
人
御
立
会

被
仰
渡
候
者
、
大
坂
御
金

蔵
御
金
銀
是
迄
大
御
番
衆

宰
領
ニ
而
御
伝
馬
ヲ
以
御

下
し
被
遊
候
所
、
道
中
為

御
救
御
為
替
ニ
可
被
仰
付

と
思
召
被
仰
出
候
処
、
差

出
候
勤
方
之
書
付
尤
ニ
思

召
、
殊
両
替
商
売
手
広
仕

候
者
共
之
内
被
聞
召
及
被

遂
御
吟
味
、
「
御（
朱
書
）

老
中
」

阿
部
豊
後
守
殿
江
御
窺
之

上
右
御
用
被
仰
付
候
間
難

有
奉
存
御
大
切
可
相
勤
旨
、

尤
御
老
中
様
方
江
御
礼
ニ
参
上
仕
候
様
被
仰
渡
候
事

右
御
礼
ニ
御
老
中
様
・
御
勘
定
御
奉
行
様
・
御
吟
味
様
方
・
御
金
奉
行
様
方
へ

相
廻
候
事24

史
料
１
は
、
元
禄
四
年
二
月
に
勘
定
奉
行
の
松
平
美
濃
守
重
良25
の
屋
敷
に
お
い

て
、
同
奉
行
の
稲
生
伊
賀
守
正
照26
、
勘
定
吟
味
役
の
諸
星
伝
左
衛
門
忠
直27
・
荻
原

彦
次
郎
重
秀28
、
金
奉
行29
の
三
人
（
大
柴
清
右
衛
門
祐
栄30
・
大
岡
喜
右
衛
門
忠
通31
・

永
井
内
蔵
助
信
晟32
）
が
評
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
評
議
の
内
容
は
、
①
大
坂
御
金

蔵
の
金
銀
は
こ
れ
ま
で
大
番
衆
の
宰
領
で
伝
馬
に
よ
る
輸
送
で
あ
っ
た
が
、
道
中

御
救
い
の
た
め
為
替
を
命
じ
た
こ
と
、
②
差
出
勤
め
方
の
書
状
に
は
、
特
に
両
替

商
売
を
手
広
く
行
っ
て
い
る
者
た
ち
の
中
か
ら
吟
味
を
し
、
老
中
の
阿
部
豊
後
守

正
武
へ
問
い
合
わ
せ
た
上
で
御
用
を
申
し
つ
け
た
た
め
大
切
に
勤
め
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
老
中
・
勘
定
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
・
金
奉
行
へ
お
礼

回
り
を
命
じ
て
い
る
。

（
３
）
幕
府
為
替
御
用
の
内
容

幕
府
為
替
御
用
が
開
始
さ
れ
た
当
初
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
為
替
取
組
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幕
府
為
替
御
用
の
請
負
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

﹇
史
料
２33
﹈

差
上
申
一
札
之
事

一
大
坂
御
金
蔵
ゟ
江
戸
御
金
蔵
江
金
銀
被
指
下
候
ニ
付
、
為
御
替
被
遊
候
積
り
、

御
請
合
奉
願
候
事

一
銀
五
百
貫
目
迄
者
、
何
時
成
共
於
大
坂
御
渡
被
成
候
ハ
ヽ
、
日
数
六
十
日
限
ニ

享保２年時の拠点
江戸住宅
江戸住宅
宝永７年から正徳５年の間に本両替仲間を脱退
江戸住宅
江戸住宅
江戸住宅・大坂ニ店所持
宝永７年から正徳５年の間に本両替仲間を脱退
江戸住宅
江戸住宅
江戸住宅・京大坂ニ店所持
京住宅・江戸大坂ニ店所持

月
８
３
３
８
８
３
８
３
８
８
３

西暦
（１６５７）
（１６５８）
（１６５８）
（１６５８）
（１６５８）
（１６６２）
（１６６３）
（１６６４）
（１６７０）
（１６８１）
（１６８８）

和暦
明暦３
万治１
万治１
万治１
万治１
寛文２
寛文３
寛文４
寛文１０
天和１
元禄１

両替商
中川屋三郎兵衛
坂倉屋三郎左衛門
海保屋伝左衛門
海保屋六兵衛
和泉屋三右衛門
朝田屋與兵衛
島屋喜兵衛
大坂屋六右衛門
海保屋半兵衛
中川屋清三郎
三井次郎右衛門

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

表２ 為替御用達商人の本両替仲間加入時期

（注）三井高維編『新稿両替年代記関 』二巻考証篇（岩波書店、１９３３年）、岩生成一監修『京都御役所向大概覚書』下巻（清文
堂出版、１９７３年）より作成。なお、作表中に、越後屋次郎右衛門の名前がないのは越後屋は呉服屋のため本両替仲間に加入
していないためである。
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而
於
御
当
地
金
子
上
納
如
此
、
銀
高
多
少
ニ
不
依
毎
月
は
不
及
申
、
自
然
ニ
者

一
ケ
月
置
ニ
成
と
も
、
請
取
次
第
六
十
日
限
上
納
之
積
り
、
何
迄
も
御
請
負
可

仕
候
事

一
右
両
替
之
儀
は
其
時
々
大
坂
之
相
場
次
第
、
於
御
当
地
金
子
上
納
可
仕
候
事

一
御
当
地
ニ
而
銀
子
御
用
之
節
は
、
大
坂
ニ
而
御
渡
被
成
候
銀
高
之
内
半
分
ツ
ヽ

銀
子
上
納
可
仕
事

一
金
銀
包
之
儀
三
井
次
郎
右
衛
門
包
ニ
而
上
納
可
仕
候
事

右
之
通
為
御
替
奉
願
候
、
然
ル
上
は
何
時
成
共
於
大
坂
請
取
申
候
日
数
六
十
日

切
ニ
於
御
当
地
上
納
可
仕
候
、
依
之
両
人
分
為
家
質
代
金
八
千
四
百
両
之
家
屋
敷

町
並
売
券
直
段
之
儘
ニ
而
不
断
差
上
置
可
申
候
、
勿
論
拙
者
共
は
如
何
様
之
儀
御

座
候
而
自
然
御
為
替
金
銀
遅
滞
仕
ニ
お
ゐ
て
ハ
右
家
質
被
召
上
、
其
上
何
様
之
曲

事
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
少
も
違
儀
申
上
間
敷
候
、
仍
如
件

元
禄
四
年
未
二
月
廿
五
日

本
銀
町
弐
町
目

越
後
屋
八
郎
兵
衛

駿
河
町

三
井
次
郎
右
衛
門

大
柴
清
右
衛
門
殿

大
岡
喜
右
衛
門
殿

永
井
内
蔵
助
殿

史
料
２
は
、
元
禄
四
年
二
月
二
五
日
、
越
後
屋
八
郎
兵
衛
（
高
平
）
と
三
井
次

郎
右
衛
門
（
高
伴
）
が
江
戸
の
金
奉
行
（
大
柴
祐
栄
・
大
岡
忠
通
・
永
井
信
晟
）

宛
に
差
し
出
し
た
為
替
請
負
証
文
で
あ
る
。
証
文
に
記
さ
れ
た
内
容
を
み
て
み
る

と
、
①
三
井
家
が
大
坂
御
金
蔵
か
ら
貨
幣
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
江
戸
御
金
蔵
へ

納
入
す
る
期
間
は
六
〇
日
で
あ
る
こ
と
、
②
大
坂
御
金
蔵
か
ら
は
銀
で
受
け
取
り

（
上
限
は
銀
五
〇
〇
貫
目
）、
江
戸
御
金
蔵
へ
は
金
で
上
納
す
る
こ
と
を
原
則
と

す
る
こ
と
、
③
江
戸
で
銀
が
入
用
の
際
は
銀
の
上
納
も
認
め
る
が
、
大
坂
で
の
受

取
高
の
半
分
に
す
る
こ
と
、
④
金
の
上
納
の
場
合
、
金
と
銀
の
交
換
に
際
し
て
金

銀
相
場
は
江
戸
の
銀
相
場
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
大
坂
の
金
相
場
と
す
る
こ
と
、

⑤
金
包
み
、
銀
包
み
と
も
に
三
井
次
郎
右
衛
門
包
み
で
の
上
納
を
認
め
て
ほ
し
い

こ
と
（
一
般
的
に
は
後
藤
包34
）、
⑥
以
上
の
内
容
で
為
替
御
用
を
引
き
受
け
る
の

で
、
そ
れ
に
対
す
る
担
保
と
し
て
家
質
八
四
〇
〇
両
を
三
井
が
差
し
出
す
こ
と
、

で
あ
る
。
な
お
、
三
井
次
郎
右
衛
門
包
み
は
後
に
為
替
組
包
（
別
名
三
井
包
）
と

な
り
、
幕
府
の
金
銀
為
替
御
用
達
三
井
組
と
し
て
特
別
に
包
封
し
た
も
の
で
あ
る35
。

ま
た
、
為
替
御
用
の
仕
組
み
を
図
１
に
示
し
た
。
ま
ず
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の

幕
府
公
金
の
送
金
で
あ
る
が
、
為
替
御
用
達
は
公
金
を
無
利
息
で
運
用
す
る
事
が

で
き
た
。
当
初
は
六
〇
日
で
の
ち
九
〇
日
以
内
と
な
っ
た
。
三
井
家
は
多
額
の
公

金
を
為
替
に
組
む
た
め
に
多
数
の
町
屋
敷
を
購
入
し
、
家
質
を
担
保
物
件
と
し
て

幕
府
に
差
し
出
し
た
。

次
に
大
坂
・
江
戸
の
商
人
間
の
逆
為
替
に
つ
い
て
は
、
①
為
替
御
用
達
が
大
坂

御
金
蔵
か
ら
公
金
を
受
け
取
る
と
、
大
坂
商
人
か
ら
手
形
を
購
入
す
る
、
②
為
替

御
用
達
の
大
坂
店
か
ら
江
戸
店
へ
手
形
（
下
為
替
・
逆
為
替
）
を
送
る
、
③
大
坂

商
人
は
江
戸
商
人
へ
商
品
を
送
る
、
④
為
替
御
用
達
が
江
戸
商
人
に
手
形
を
呈
示

し
て
代
金
を
受
け
取
る
、
⑤
受
け
取
っ
た
代
金
を
江
戸
御
金
蔵
へ
納
め
る
、
と
い

っ
た
流
れ
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
為
替
御
用
達
は
大
坂
商
人
と
江
戸
商
人
の
商

品
取
引
の
代
金
回
収
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
為
替
御
用
達
は
そ
の
他
に
も
、

公
金
を
資
金
と
し
て
運
用
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
上
納
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
京
都

で
呉
服
の
仕
入
れ
を
し
て
江
戸
で
販
売
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

二
九



為替御用達商人 為替御用達商人

二

為
替
御
用
に
関
す
る
幕
府
か
ら
の
指
示

（
１
）
江
戸
御
金
蔵
へ
の
為
替
上
納

幕
府
為
替
御
用
は
、
幕
府
が
大
坂
御
金
蔵
か
ら
江
戸
御
金
蔵
へ
の
金
銀
移
動
に

つ
い
て
、
為
替
に
し
た
も
の
を
三
井
家
な
ど
の
為
替
御
用
達
が
請
け
負
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
為
替
御
用
達
は
為
替
取
組
に
つ
い
て
幕
府
勘
定
方
役

人
か
ら
指
示
を
受
け
て
い
た
。

﹇
史
料
３36
﹈

従
大
坂
御
金
蔵
江
戸
御
金
蔵
江
金
銀
差
下
候
儀
、
当
所
町
人
共
為
替
請
負
候
ニ
付
、

此
度
員
数
之
儀
者
、
御
勘
定
頭
ゟ
添
状
之
通
右
之
者
共
ニ
可
被
相
渡
候
、
委
細
者

御
勘
定
頭
ゟ
可
被
申
越
候
、
向
後
度
々
右
之
町
人
共
為
替
金
銀
請
取
候
者
、
御
勘

定
頭
ゟ
添
状
を
以
無
相
違
可
被
相
渡
之
候
、
且
又
大
坂
ニ
て
銀
子
請
取
、
江
戸
ニ

而
金
子
を
以
相
納
候
節
、
且
又
御
勘
定
頭
ゟ
金
高
可
申
遣
候
間
、
於
其
他
時
々
両

替
相
場
相
極
、
銀
子
相
渡
可
有
勘
定
候
、
以
上

元（
マ
マ
）
録
四
未

閏
二
月

相
模

印

山
城

印

就
御
用
上
京

豊
後

加
賀

印

小
田
切
土
佐
守
殿

加
藤
平
八
郎
殿

八
木
庄
兵
衛
殿

小
尾
市
郎
左
衛
門
殿

服
部
半
左
衛
門
殿

小
林（
マ
マ
）
重
右
衛
門
殿

史
料
３
は
、
元
禄
四
年
閏
二
月
に
、
老
中
の
土
屋
相
模
守
政
直
・
戸
田
山
城
守

忠
昌
・
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
が
連
名
で
、
大
坂
町
奉
行
の
小
田
切
土
佐
守
直
利37
・

図１ 幕府為替御用の仕組み

（注）新保博「御金蔵為替の成立についての一考察」（『三田学会雑誌』６４巻８号、１９７１年）
田谷博吉『近世銀座の研究』（吉川弘文館、１９６３年）等を参考にして作成。
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加
藤
平
八
郎
泰
堅38
お
よ
び
大
坂
御
金
奉
行
の
八
木
庄
兵
衛
某39
・
小
尾
市
郎
左
衛
門

某40
・
服
部
半
左
衛
門
保
儀41
・
小
林
十
右
衛
門
直
政42
宛
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
老

中
の
阿
部
豊
後
守
正
武
は
御
用
の
た
め
上
京
し
て
お
り
印
を
つ
い
て
い
な
い43
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
大
坂
で
渡
さ
れ
る
為
替
金
銀
の
高
は
、
そ
の
都
度
、
江
戸
の
御
勘

定
頭
か
ら
の
添
状
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
大
坂
で
銀
を
受
け

取
り
、
江
戸
に
お
い
て
も
銀
で
上
納
さ
せ
る
場
合
は
問
題
な
い
が
、
江
戸
に
お
い

て
金
で
上
納
さ
せ
る
場
合
は
、
御
勘
定
頭
よ
り
そ
の
金
高
を
知
ら
せ
る
の
で
、
そ

の
時
の
金
銀
相
場
で
金
高
に
見
合
っ
た
銀
を
勘
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
江
戸
の
勘
定
方
が
大
坂
で
渡
さ
れ
る
為
替
の
高
（
額
面
）
を
決
定
し

て
お
り
、
大
坂
側
の
裁
量
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
坂
御

金
蔵
の
金
銀
を
江
戸
に
移
動
さ
せ
る
際
に
は
、
江
戸
御
金
蔵
を
管
理
し
て
い
た
勘

定
頭
の
主
導
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
幕
府
経
済
政
策
に
関
わ
る
為
替
取
組

貨
幣
改
鋳
を
は
じ
め
と
す
る
元
禄
期
の
経
済
政
策
は
、
幕
藩
制
社
会
の
経
済
発

展
へ
の
対
応
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る44
。
幕
府
為
替
御
用
も
こ
れ
ら
の
政
策
の
中

で
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
為
替
御
用
の
実
態
を
見
て
い
く
。

﹇
史
料
４45
﹈

一
元
禄
十
二
年
卯
五
月
、
京
都
箔
座
并
酒
運
上
為
御
替
次
郎
右
衛
門
・
三
郎
助
江

被
仰
付
、
則
此
為
家
質
八
千
五
百
両
差
上
相
勤
申
候
事

箔
座
為
替
ハ
寶
永
二
年
酉
十
二
月
箔
座
ゟ
直
納
相
願
、
向
後
直
納
ニ
被
仰
付
、

手
前
為
御
替
ハ
相
止
ミ
申
候
、
依
之
翌
戌
二
月
家
質
高
之
内
三
千
両
酒
方
ニ
残

置
、
五
千
五
百
ハ
家
質
願
下
ケ
申
候
事

史
料
４
は
、
京
都
箔
座46
・
酒
運
上
為
替
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
禄
一
二
年

五
月
、
京
都
箔
座
お
よ
び
酒
運
上
の
為
替
を
三
井
次
郎
右
衛
門
（
高
伴
）
・
三
郎

助
（
高
治
）
へ
命
じ
ら
れ
た
。
担
保
と
し
て
家
質
八
五
〇
〇
両
分
を
差
し
出
し
て

御
用
を
勤
め
た
。
酒
運
上
為
替
に
つ
い
て
は
、
元
禄
一
〇
年
の
酒
造
統
制
令
（
第

三
次
株
改
め
）
が
関
係
し
て
い
る
。
柚
木
学
の
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
元
禄
一
〇

年
の
法
令
は
、
酒
運
上
金
の
徴
収
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
五
割
の
酒
運
上
を
賦

課
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る47
。
つ
ま
り
、
酒
運
上
金
が
巨
額
と
な
っ
た
た
め
、
三

井
家
に
為
替
を
組
む
依
頼
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
酒
造
統
制
令
は

「
酒
造
運
上
之
儀
被
仰
出
候
通
、
可
得
其
意
候
、
委
細
は
荻
原
近
江
守
に
承
べ
き

事48
」
と
あ
り
、
荻
原
重
秀
が
関
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
箔
座
為
替
に
つ
い
て
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
三
）
一
二
月
に
箔
座
よ

り
為
替
を
直
接
納
め
る
願
い
が
出
さ
れ
許
可
さ
れ
た
の
で
、
三
井
家
の
為
替
は
停

止
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
翌
三
年
二
月
に
家
質
高
の
う
ち
三
〇
〇
〇
両
は
酒
運

上
為
替
分
と
し
て
残
し
て
お
き
、
五
五
〇
〇
両
分
の
家
質
の
願
い
下
げ
を
申
し
出

た
の
で
あ
っ
た
。

﹇
史
料
５49
﹈

手
前
并
十
人
組
一
所
ニ
相
勤
候
京
都
御
為
替
之
事

一
元
禄
十
二
卯
年
八
月
十
一
日
、
荻
原
近
江
守
様
ゟ
三
井
次
郎
右
衛
門
・
泉
屋
三

右
衛
門
・
中
川
清
三
郎
・
朝
田
屋
與
兵
衛
、
明
十
二
日
四
ツ
時
右
四
人
近
江
守

様
江
参
上
仕
候
様
被
仰
下
、
則
十
二
日
四
時
右
四
人
参
上
仕
候
處
、
吉
田
與
一

兵
衛
殿
を
以
京
都
銀
座
ゟ
下
り
御
銀
毎
月
五
六
貫
目
在
之
候
、
此
御
銀
於
京
都

右
四
人
江
御
渡
可
被
遊
間
、
為
替
仕
差
下
、
於
御
當
地
時
々
相
場
を
以
金
納
ニ

仕
、
御
用
可
相
勤
旨
被
仰
渡
（
後
略
）

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

三
一



史
料
５
は
、
京
都
為
替
御
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
禄
一
二
年
八
月
一
一

日
に
勘
定
奉
行
の
荻
原
重
秀
か
ら
三
井
次
郎
右
衛
門
・
泉
屋
三
右
衛
門
・
中
川
清

三
郎
・
朝
田
屋
與
兵
衛
へ
一
二
日
四
ツ
時
（
午
前
一
〇
時
頃
）
に
参
上
す
る
よ
う

に
指
示
が
出
さ
れ
た
。
四
人
が
参
上
し
た
と
こ
ろ
、
荻
原
家
用
人
の
吉
田
与
一
兵

衛
よ
り
京
都
銀
座
か
ら
下
り
銀
が
毎
月
五
〜
六
貫
目
あ
り
、
そ
の
銀
を
京
都
に
お

い
て
四
人
へ
渡
し
て
為
替
を
組
み
、
江
戸
の
相
場
に
よ
り
金
で
納
め
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

﹇
史
料
６50
﹈

銀
座
拝
借
金
為
替
御
用
之
事

一
元（
マ
マ
）
録
十
四
巳
年
二
月
廿
日
、
近
江
守
様
江
被
召
寄
被
仰
渡
候
者
、
今
度
銀
座
江

被
仰
付
候
銅
座
御
用
ニ
付
、
拝
借
金
壱
万
両
銀
座
江
被
為
仰
付
候
、
右
此
金
子
於

御
当
地
手
前
江
請
取
、
於
大
坂
銀
座
方
江
相
渡
候
様
為
替
可
仕
旨
被
仰
渡
、
依
之

翌
廿
一
日
岸
部
次
郎
右
衛
門
方
江
右
之
趣
手
紙
ニ
而
申
入
、
同
廿
五
日
朝
銀
座
ゟ

関
久
右
衛
門
参
、
右
為
替
手
形
之
案
文
持
参
、
外
ニ
誰
ニ
而
も
壱
人
致
加
判
候
様

ニ
小
川
町
ニ
而
御
意
之
事
ニ
候
間
、
其
旨
可
相
心
得
旨
申
聞
候
、
依
之
同
日
近
江

守
様
江
参
上
、
加
判
之
義
御
窺
申
上
候
所
、
弥
御
屋
敷
ゟ
被
仰
付
候
ニ
相
違
も
無

之
ニ
付
、
左
候
ハ
ヽ
中
川
清
三
郎
加
判
致
さ
せ
可
申
之
旨
御
請
申
来
（
中
略
）
廿

七
日
朝
飯
後
金
子
相
渡
可
申
旨
申
越
候
付
、
其
節
清
三
郎
同
道
参
上
、
金
子
請
取
、

為
替
証
文
相
渡
候

史
料
６
は
、
銀
座
拝
借
金
の
為
替
御
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
禄
一
四
年

二
月
二
〇
日
に
三
井
家
の
者51
が
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。
荻
原

重
秀
が
銀
座
へ
銅
座
御
用
（
大
坂
銅
座
）
の
拝
借
金
一
万
両
を
命
令
し
た
が
、
こ

の
金
子
を
三
井
家
が
受
取
っ
て
大
坂
の
銀
座
へ
渡
す
た
め
為
替
を
組
む
よ
う
に
命

じ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
二
一
日
に
銀
座
役
人
の
岸
部
次
郎
右
衛
門52
へ
そ
の
旨

を
手
紙
で
申
し
入
れ
た
。
二
五
日
の
朝
、
銀
座
よ
り
関
久
右
衛
門
が
為
替
手
形
の

案
文
を
携
え
参
上
し
た
。
三
井
家
の
者
以
外
で
も
う
一
人
加
判
す
る
よ
う
に
小
川

町
（
荻
原
重
秀
の
役
宅53
）
で
指
図
を
受
け
た
の
で
心
得
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
日
、

荻
原
重
秀
の
元
へ
参
上
し
加
判
の
件
に
つ
い
て
反
応
を
見
た
と
こ
ろ
、
屋
敷
で
関

久
右
衛
門
か
ら
命
じ
ら
れ
た
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
、
中
川
清
三
郎
に
加
判

さ
せ
る
こ
と
で
引
き
受
け
た
。
二
七
日
の
朝
食
後
に
金
子
の
受
け
渡
し
を
す
る
指

示
が
出
さ
れ
た
の
で
、
中
川
清
三
郎
と
一
緒
に
参
上
し
て
金
子
を
受
け
取
り
、
為

替
証
文
を
銀
座
へ
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
。

﹇
史
料
７54
﹈

請
取
申
為
御
替
金
子
之
事

合
金
壱
万
両
者

後
藤
包
也

右
是
者
今
度
銅
座
就
御
用
大
坂
銀
座
江
被
差
登
候
金
子
為
替
ニ
可
仕
旨
、
荻
原
近

江
守
様
仰
渡
候
付
、
於
当
所
慥
請
取
申
所
実
正
也
、
右
之
金
子
五
千
両
者
来
月
廿

六
日
切
、
残
而
五
千
両
者
当
四
月
十
日
切
大
坂
銀
座
江
急
度
相
渡
、
請
取
証
文
取

之
、
此
手
形
引
替
可
申
候
、
仍
請
取
為
替
証
文
如
件

元
禄
十
四
年
巳
二
月
廿
七
日

三
井
治
郎
右
衛
門

中
川
清
三
郎

銀
座岸

部
次
郎
右
衛
門
殿

右
之
為
替
御
老
中
様
方
御
評
儀
之
上
被
為
仰
付
候
御
事
之
由
、
荻
原
様
ニ
而
被
仰

渡
候

三
二

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



右
銀
座
為
替
壱
万
両
於
大
坂
日
限
之
通
両
度
ニ
相
渡
、
彼
地
中
村
九
郎
右
衛
門
請

取
証
文
弐
通
到
着
、
依
之
四
月
廿
四
日
ニ
関
久
右
衛
門
江
手
紙
を
以
申
入
、
前
方

爰
許
ニ
而
入
置
候
証
文
と
、右
九
郎
右
衛
門
請
取
手
形
と
引
替
相
済
申
候（
後
略
）

史
料
７
は
、
史
料
６
の
続
き
で
あ
る
。
為
替
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
以
下

の
三
点
で
あ
る
。
①
金
一
万
両
は
銅
座
御
用
に
つ
い
て
大
坂
銀
座
へ
送
る
為
替
に

す
る
こ
と
、
②
荻
原
重
秀
の
指
示
に
よ
り
、
一
万
両
は
江
戸
で
受
け
取
り
、
五
〇

〇
〇
両
は
三
月
二
六
日
ま
で
、
残
り
の
五
〇
〇
〇
両
は
四
月
一
〇
日
ま
で
に
大
坂

の
銀
座
へ
渡
す
こ
と
、
③
請
取
証
文
は
手
形
と
引
き
換
え
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま

た
、
為
替
に
つ
い
て
は
老
中
が
評
議
し
た
上
で
命
じ
た
も
の
で
、
荻
原
重
秀
に
指

示
を
出
し
て
い
る
。
一
万
両
の
為
替
は
大
坂
に
お
い
て
、
期
限
内
に
二
回
渡
さ
れ

た
。
大
坂
で
中
村
九
郎
右
衛
門55
が
受
け
取
っ
た
請
取
証
文
二
通
も
到
着
し
た
。
四

月
二
四
日
に
銀
座
の
関
久
右
衛
門
へ
手
紙
を
出
し
、
入
置
証
文
と
請
取
手
形
の
引

替
も
済
ま
せ
た
。

つ
ま
り
、
金
・
為
替
の
流
れ
と
し
て
は
、
①
江
戸
銀
座
が
三
井
家
に
金
一
万
両

を
渡
す
、
②
三
井
家
が
現
金
一
万
両
を
為
替
（
一
万
両
）
に
換
え
る
、
③
三
井
家

が
大
坂
銀
座
へ
為
替
一
万
両
を
二
回
に
分
け
て
渡
す
、
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
史

料
で
は
こ
こ
ま
で
の
記
述
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
④
大
坂
銀
座
か
ら
為
替
一
万

両
を
銅
座
に
渡
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
銅
座
御
用
の
為
替
に
つ
い
て
、

老
中
が
評
議
し
て
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に
指
示
を
出
し
て
い
る
点
は
、
江
戸
で
政

策
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

﹇
史
料
８56
﹈

朝
鮮
国
よ
り
人
参
持
渡
候
得
と
も
、
近
年
不
勝
手
に
て
、
早
速
代
金
才
覚
難
成
滞

候
付
、
段
々
以
書
付
被
相
願
候
趣
、
出
羽
守
各
江
も
申
談
候
、
人
参
之
義
は
、
世

上
の
た
め
に
候
ゆ
ゑ
、
達
上
聞
、
当
分
御
金
三
萬
両
御
引
替
被
仰
付
候
間
、
人
参

手
支
無
之
様
に
可
被
致
候
、
尤
御
引
替
之
事
候
間
、
上
納
近
年
に
相
済
候
様
可
被

仕
候
、
以
上

二
月
廿
七
日

阿
部
豊
後
守

宗
対
馬
守
殿

史
料
８
は
、
老
中
阿
部
正
武
が
宗
対
馬
守
義
方57
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮

国
か
ら
人
参
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
近
年
に
不
具
合
に
な
り
、
代
金
返
済
の
手
立

て
が
な
く
滞
っ
て
し
ま
っ
た
。
書
付
に
よ
り
願
い
出
て
お
り
、
柳
沢
吉
保
ら
へ
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
人
参
に
つ
い
て
は
、
世
上
の
た
め
に
な
る
た
め
、
当
面
金
三
万

両
の
引
き
替
え
を
行
っ
た
。
人
参
貿
易
が
手
詰
ま
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
引
き
替

え
る
の
で
、
上
納
は
近
年
に
済
ま
す
よ
う
に
命
じ
た
。
三
万
両
の
調
達
に
つ
い
て

は
、
次
の
史
料
に
詳
し
い
。

﹇
史
料
９58
﹈

宗
対
馬
守
様
拝
借
金
御
為
替
之
事

一
元（
マ
マ
）
録
十
四
年
巳
三
月
四
日
、
暮
方
ニ
近
江
守
様
ゟ
御
用
之
儀
有
之
候
間
急
ニ
参

候
様
ニ
と
、
田
中
半
六
殿
ゟ
被
仰
下
、
早
速
致
伺
公
候
所
御
意
被
遊
候
者
、
人

参
不
自
由
ニ
付
此
度
宗
対
馬
守
様
江
拝
借
金
三
万
両
被
仰
付
候
、
右
是
ヲ
手
前

江
請
取
大
坂
為
替
ニ
可
仕
之
旨
、
尤
右
之
内
壱
万
弐
千
両
分
者
致
銀
子
ニ
、
当

月
廿
日
切
於
大
坂
対
馬
守
様
御
役
人
衆
へ
相
渡
、
残
分
者
役
人
衆
と
致
相
対

段
々
ニ
日
柄
延
相
渡
可
申
之
旨
被
仰
付
候
、
依
之
申
上
候
者
、
御
大
切
成
御
用

殊
ニ
銀
払
底
之
砌
大
分
之
銀
子
壱
人
立
候
而
者
中
々
調
兼
可
申
と
奉
存
候
間
、

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

三
三



三
右
衛
門
、
清
三
郎
、
与
兵
衛
、
私
四
人
江
被
仰
付
被
下
候
様
ニ
と
御
願
申
上

候
得
者
、
尤
ニ
思
召
、
右
御
用
四
人
江
被
為
仰
付
候
（
後
略
）

史
料
９
は
宗
氏
の
拝
借
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
禄
一
四
年
三
月
四
日
の

夕
方
頃
に
荻
原
重
秀
か
ら
御
用
が
あ
る
の
で
早
急
に
参
上
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

た
。
人
参
貿
易
が
不
自
由
の
た
め
、
宗
対
馬
守
義
方
へ
拝
借
金
三
万
両
を
許
可
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
三
井
家
が
受
け
取
っ
て
大
坂
為
替
を
組
み
、

一
万
二
〇
〇
〇
両
分
は
銀
で
三
月
二
〇
日
ま
で
に
大
坂
の
宗
義
方
の
役
人
衆
へ
渡

し
、
残
り
の
一
万
八
〇
〇
〇
両
は
銀
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
役
人
衆
と
相
談
し

日
を
延
ば
し
て
渡
す
旨
を
命
じ
ら
れ
た
。
三
井
家
と
し
て
は
大
切
な
御
用
で
は
あ

る
が
、
銀
が
高
騰
し
て
い
る
時
期
に
三
万
両
の
銀
を
一
人
で
調
達
す
る
の
は
難
し

い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
の
為
替
御
用
を
勤
め
る
泉
屋
三
右

衛
門
、
中
川
清
三
郎
、
朝
田
屋
与
兵
衛
、
三
井
次
郎
右
衛
門
の
四
人
に
命
じ
て
も

ら
う
よ
う
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
四
人
へ
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
荻
原
重
秀
が
三
井
家
に
、
幕
府
が
宗
氏
に
拝
借
金
と
し
て
貸
し
付

け
る
三
万
両
分
の
為
替
取
組
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
銀
高
騰
の
た
め
、
三
井

家
の
み
で
は
調
達
で
き
ず
、
他
の
三
人
と
共
同
で
調
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幕

府
の
目
的
は
、
無
事
に
宗
氏
に
為
替
が
行
き
渡
る
こ
と
で
あ
り
、
為
替
御
用
を
請

け
負
う
商
人
間
の
要
望
等
は
聞
き
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三

御
用
達
商
人
の
格
式

（
１
）
年
頭
の
御
目
見

御
用
達
商
人
の
格
式
に
つ
い
て
は
、
元
禄
期
に
御
用
達
に
な
っ
た
書
物
師
出
雲

寺
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る59
。
為
替
御
用
を
請
け
負
う
商
人
た
ち
も
、
御
目
見
や
献
上

を
願
っ
て
い
る
。

﹇
史
料
１０60
﹈

御
目
見
献
上
物
発
端
之
事

一
元
禄
十
二
年
卯
年
十
二
月
廿
四
日
夜
、
大
村
與
右
衛
門
様
ゟ
四
人
之
名
宛
之
御

手
紙
到
来
、
御
為
替
御
用
始
而
被
仰
付
候
、
年
数
并
御
目
見
之
儀
奉
願
候
、
年

数
書
附
相
認
、
差
上
申
様
被
仰
下
候
付
、
四
人
寄
合
相
談
之
上
、
左
之
書
附
相

認
、
御
使
江
御
返
書
一
所
ニ
相
渡
ス

覚

一
元
禄
四
未
年
為
御
替
御
用
被
為
仰
付
、
当
年
迄
九
ヶ
年
相
勤
来
申
候
、
御
目
見

願
之
儀
ハ
亥
年
ゟ
当
年
迄
五
ヶ
年
、
拾
壱
人
共
年
々
奉
願
候
、
以
上

卯
十
二
月
廿
四
日

四
人

大
村
與
右
衛
門
様

右
書
附
差
上
候
所
、
翌
廿
五
日
朝
、
井
戸
対
馬
守
様
江
被
遣
候
由
、
永
井
内
蔵
助

様
ゟ
三
井
次
郎
右
衛
門
方
へ
右
之
通
寫
差
上
可
申
旨
被
仰
下
、
則
十
二
月
廿
五
日

寫
上
候

史
料
１０
に
よ
れ
ば
、
元
禄
一
二
年
一
二
月
二
四
日
夜
に
、
金
奉
行
の
大
村
与
右

衛
門
貞
義61
よ
り
四
人
宛
（
三
井
次
郎
右
衛
門
・
泉
屋
三
右
衛
門
・
中
川
清
三
郎
・

朝
田
屋
与
兵
衛
）
に
手
紙
が
届
い
た
。
内
容
は
幕
府
の
為
替
御
用
を
始
め
て
か
ら

の
年
数
と
御
目
見
を
願
い
出
て
い
る
年
数
を
書
き
記
し
て
寄
こ
す
よ
う
に
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
四
人
は
相
談
し
て
大
村
宛
に
返
書
を
出
し
た
。
返
書
に
は
、
元

禄
四
年
に
為
替
御
用
を
仰
せ
つ
か
り
、
九
年
間
勤
め
て
き
た
こ
と
、
御
目
見
の
件

は
亥
年
よ
り
五
年
間
毎
年
一
一
人
で
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
返

三
四
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書
は
翌
二
五
日
朝
に
、
勘
定
奉
行
の
井
戸
対
馬
守
良
弘62
に
届
い
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
表
３
は
、
年
始
御
礼
ま
で
の
流
れ
で
あ
る
。
一
二
月
晦
日
ま
で
指
示
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
確
認
で
き
る
。

翌
辰
年
の
正
月
三
日
に
、
四
人
は
六
つ
半
（
午
前
七
時
頃
）
に
江
戸
城
へ
参
上

し
、
指
示
さ
れ
た
席
に
詰
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
つ
時
（
午
前
八
時
頃
）
に
勘
定

奉
行
の
井
戸
良
弘
と
荻
原
重
秀
、
久
貝
因
幡
守
正
方63
の
三
人
が
参
上
し
、
席
に
間

違
い
が
な
い
か
確
認
を
し
た
。
そ
の
後
、
将
軍
綱
吉
に
御
目
見
を
し
て
退
出
し
た
。

老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
に
お
礼
廻
り
に
行
き
、
金
奉
行

に
は
特
に
お
礼
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
２
）
八
朔
・
歳
暮
の
御
目
見

年
始
の
御
目
見
に
続
い
て
、
八
朔
・
歳
暮
に
つ
い
て
も
御
目
見
の
願
い
が
許
さ

れ
た
。

﹇
史
料
１１
﹈

元（
マ
マ
）
録
十
三
辰
年
七
月
廿
一
日
、
小
泉
市
太
夫
様
・
諸
星
清
左
衛
門
様
ゟ
御
手
紙
到

来
、
御
願
申
上
置
候
八
朔
・
歳
暮
御
目
見
之
儀
首
尾
能
被
為
仰
付
候
間
、
今
日
中

御
月
番
清
左
衛
門
様
江
右
御
請
伺
公
可
仕
旨
被
仰
下
、
則
次
郎
右
衛
門
・
三
右
衛

門
・
清
三
郎
・
与
兵
衛
同
道
、
清
左
衛
門
様
・
内
蔵
助
様
御
両
所
江
参
上
仕
候
、

尤
御
老
中
様
方
江
ハ
御
目
見
相
済
候
後
御
礼
ニ
参
上
仕
候
様
と
の
御
事
ニ
候

一
七
月
廿
二
日
、
御
勘
定
御
頭
様
方
并
御
町
奉
行
所
江
も
右
御
礼
四
人
相
廻

七
月
廿
五
日
、
献
上
物
之
儀
以
書
付
諸
星
清
左
衛
門
様
江
次
郎
右
衛
門
・
三
右

衛
門
御
伺
申
上
候
所
、
翌
廿
六
日
、
於
御
金
蔵
清
左
衛
門
様
被
仰
渡
候
者
、
八
朔

中
形
縮
綿
五
端
差
上
可
申
旨
、
久
貝
因
幡
守
様
被
仰
渡
候
旨
御
請
申
上
候

八
朔
、
御
城
江
四
人
罷
出
、
御
目
見
首
尾
克
奉
申
上
、
夫
ゟ
御
老
中
様
・
御
側

御
用
人
様
・
若
御
老
中
様
方
・
両
町
奉
行
所
・
御
勘
定
御
奉
行
様
江
御
礼
相
廻
候

史
料
１１
は
、
元
禄
一
三
年
七
月
に
御
金
奉
行
の
小
泉
市
太
夫
・
諸
星
清
左
衛
門

盛
明64
よ
り
手
紙
が
届
き
、
願
い
出
て
い
た
八
朔
・
歳
暮
の
御
目
見
に
つ
い
て
は
、

首
尾
よ
く
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
三
井
・
泉
屋
・
中
川
・
朝
田
屋
は
諸
星
清

左
衛
門
・
永
井
内
蔵
助
、
勘
定
頭
、
町
奉
行
所
の
も
と
へ
伺
候
し
た
。
二
二
日
に

内容
金奉行の大村与右衛門貞義より三井・泉屋・中川・朝田屋の４人へ手
紙が届く。
勘定奉行の井戸対馬守良弘へ返書が届く。
金奉行の永井内蔵助信晟より三井次郎右衛門へ返書の写しを提出する
よう指示が出る。
三井方は返書の写しを準備する。
金奉行大村のもとへ４人と坂倉屋三郎左衛門。嶋屋作兵衛・海保半兵
衛が参上したところ、大村が数年来御目見えを願い出ていた件につい
て、今回は４人御目見えが許可された。また以前から１１人同様に願い
出ていたが、大勢一同では望ましくなく、残り７人は近いうちに願い
出るようにとのこと。４人の他に坂倉屋・嶋屋・海保屋を呼び出した
のは、この内容を伝えるためであり、江戸城において老中の阿部豊後
守正武より井戸対馬守へ言いつけになった。４人へ下された書付の写
しは、三井次郎右衛門・泉屋三右衛門・中川清三郎・朝田屋与兵衛の
願い通り、年始御目見えを許可するものであった。献上物一切は２６日
のうちに井戸対馬守のもとへ参上し尋ねるようにということ。
井戸対馬守のもとへ４人がお礼に参上し、献上する品を申上げ、２７・
２８日は書付などを差上げ、準備をし、２９日に差上げる書付を済ませた。
中川清三郎が井戸対馬守のもとを訪ねる。井戸が老中たちへ尋ねたと
ころ、御目見えは正月三日で、献上物は色縮緬五反で、格式は銀座・
朱座・箔座と同列であった。勝手がよく分からない場合は、銀座・朱
座・箔座の者へ尋ねるように言いつけられた。その時に年始御目見え
に出頭せよという内容の書付が下され、その日のうちに請書を差上げ
た。

夜

朝

朝

夜

－

－

－

日

２４

２５

２５

２５

２６

２６

晦

月

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

表３ 年始御礼までの流れ

（注）「御用留抜書 弐」（三井文庫所蔵史料 本２０５）より作成。

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

三
五



勘
定
頭
・
町
奉
行
所
へ
御
礼
廻
り
を
し
、
二
五
日
に
献
上
物
に
つ
い
て
諸
星
清
左

衛
門
へ
伺
い
、
二
六
日
に
献
上
物
は
中
形
縮
緬
五
反
と
命
じ
ら
れ
た
。
八
朔
当
日

は
、
江
戸
城
へ
四
人
が
参
上
し
、
首
尾
よ
く
御
目
見
と
献
上
を
し
、
そ
の
後
、
老

中
、
側
用
人
、
若
年
寄
、
町
奉
行
所
、
勘
定
奉
行
へ
御
礼
廻
り
を
し
た
。

﹇
史
料
１２65
﹈

例
年
之
通
、
八
朔
之
御
礼
ニ
罷
出
筈
之
間
、
可
得
其
意
候
、
如
毎
献
上
物
且
又
可

持
参
候
、
以
上

七
月
廿
九
日

戸
備
前
守

三
井
治
郎
右
衛
門
と
の

泉
屋
三
右
衛
門
と
の

中
川
清
三
郎
と
の

朝
田
屋
与
兵
衛
と
の

史
料
１２
は
、
八
朔
の
お
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
勘
定
奉
行
の
戸
川
備
前
守

安
廣66
が
三
井
・
泉
屋
・
中
川
・
朝
田
屋
に
対
し
て
献
上
物
を
持
参
す
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
て
い
る
。

﹇
史
料
１３67
﹈

元（
マ
マ
）
録
十
三
辰
年
十
二
月
廿
一
日
、
歳
暮
献
上
物
之
儀
願
之
通
、
井
戸
対
馬
守
様
ゟ

御
金
奉
行
様
へ
御
廻
状
来
候
旨
、
翌
廿
二
日
御
手
紙
ニ
而
御
廻
状
永
井
内
蔵
助
様

ゟ
被
遣
候
写
如
左

御
為
替
御
用
人

三
井
次
郎
右
衛
門

泉
屋
三
右
衛
門

中
川
清
三
郎

朝
田
屋
与
兵
衛

右
之
者
共
歳
暮
御
礼
申
上
候
節
、
綿
十
把
献
上
仕
度
旨
今
日
御
老
中
江
相
窺
候
処

ニ
、
願
之
通
献
上
候
様
ニ
被
仰
渡
候
間
其
旨
可
被
申
渡
候
、
已
上

十
二
月
廿
一
日

井
戸
対
馬
守

永
井
内
蔵（
マ
マ
）
介
殿

小
泉
市
太
夫
殿

諸
星
清
左
衛
門
殿

杉
山
久
助
殿

十
二
月
廿
八
日
五
ツ
時
、
四
人
同
道
御
城
江
罷
出
、
歳
暮
御
礼
奉
申
上
、
献
物
仕

相
済
、
夫
ゟ
御
老
中
様
方
・
若
御
老
中
様
か
た
・
御
側
御
用
人
様
方
・
両
町
御
奉

行
所
・
御
勘
定
御
奉
行
様
か
た
・
御
金
奉
行
様
方
、右
御
礼
相
廻
申
候
事（
後
略
）

史
料
１３
は
、
元
禄
一
三
年
一
二
月
二
一
日
に
、
歳
暮
献
上
物
を
願
い
出
た
件
に

つ
い
て
、
勘
定
奉
行
の
井
戸
良
弘
か
ら
金
奉
行
へ
廻
状
が
来
た
。
翌
二
二
日
に
手

紙
で
永
井
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
廻
状
の
写
し
は
、
井
戸
か
ら
永
井
内
蔵
助
・
小
泉
市

太
夫
・
諸
星
清
左
衛
門
・
杉
山
久
助
信
行68
に
宛
て
た
も
の
で
、
為
替
御
用
人
の
三

井
・
泉
屋
・
中
川
・
朝
田
屋
が
歳
暮
御
礼
に
綿
一
〇
把
を
献
上
し
た
い
旨
を
老
中

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
願
い
の
通
り
献
上
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
二
八
日
に
四
人
は
登
城
し
、
歳
暮
御
礼
・
献
上
を
し
て
、
老
中
、
若
年
寄
、

側
用
人
、
町
奉
行
所
、
勘
定
奉
行
、
金
奉
行
へ
御
礼
廻
り
を
し
た
。

三
六
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紀
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お
わ
り
に

以
上
、
元
禄
期
の
経
済
政
策
を
幕
府
為
替
御
用
と
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て
き
た
。

本
稿
の
課
題
に
即
し
て
論
点
整
理
を
し
、
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
し
た
い
。

第
一
に
、
幕
府
為
替
御
用
を
請
け
負
う
為
替
御
用
達
は
江
戸
の
本
両
替
仲
間
か

ら
選
ば
れ
て
お
り
、
幕
府
の
公
金
を
扱
う
商
人
は
江
戸
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
大
坂
御
金
蔵
の
金
銀
を
為
替
に
よ
っ
て
江
戸
へ
送
金
す
る
際
も
為
替
金
高

や
金
銀
相
場
の
決
定
権
は
江
戸
の
勘
定
方
が
握
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
の

相
場
が
優
先
さ
れ
、
江
戸
の
勘
定
方
が
主
導
し
て
い
た
。
三
井
家
は
大
坂
か
ら
江

戸
へ
の
幕
府
公
金
の
送
金
以
外
に
も
、
銀
座
拝
借
金
に
よ
る
大
坂
の
銅
座
御
用
、

京
都
箔
座
・
酒
運
上
金
の
送
金
、
人
参
貿
易
の
た
め
宗
氏
へ
拝
借
金
の
為
替
を
組

む
こ
と
も
あ
っ
た
。
為
替
は
幕
府
公
金
の
送
金
以
外
に
も
様
々
な
用
途
に
利
用
さ

れ
て
い
た
。
経
済
政
策
に
関
わ
る
大
部
分
は
、
公
金
為
替
が
組
ま
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
為
替
御
用
を
拝
命
し
た
商
人
は
、
年
始
御
礼
・
八
朔
・
歳
暮
の
御
目

見
・
献
上
を
繰
り
返
し
願
い
出
た
結
果
、
許
可
さ
れ
た
。
将
軍
の
御
目
見
を
許
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
銀
座
・
朱
座
・
箔
座
な
ど
と
同
格
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
定
の
格
式
を
得
た
御
用
達
商
人
と
し
て
地
位
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
江
戸
城
登

城
や
儀
礼
の
指
示
を
出
し
て
い
た
の
は
、
荻
原
重
秀
な
ど
の
勘
定
方
役
人
で
あ
っ

た
。第

三
に
、
阿
部
正
武
や
柳
沢
吉
保
と
為
替
御
用
達
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
為
替

御
用
の
開
始
に
つ
い
て
は
老
中
阿
部
正
武
が
関
わ
っ
て
い
た
。
元
禄
七
年
に
柳
沢

吉
保
が
老
中
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
大
坂
の
銅
座
御
用
、
京
都
箔
座
・
酒
運
上
金

の
送
金
、
人
参
貿
易
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
為
替
御
用
に
関
す
る
政

策
は
、
老
中
お
よ
び
勘
定
方
役
人
が
評
議
を
し
て
為
替
御
用
達
へ
指
示
を
出
し
て

い
る
。
指
示
系
統
は
老
中
―
勘
定
方
役
人
（
勘
定
奉
行
、
金
奉
行
）
―
為
替
御
用

達
で
あ
っ
た
。
阿
部
正
武
と
柳
沢
吉
保
は
、
と
も
に
幕
府
要
職
に
就
い
て
い
た
た

め
、
国
元
を
不
在
に
し
て
い
た
が
、
幕
政
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
元
禄
期
の
経
済

政
策
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
阿
部
正
武
は
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
（
紀
文
）
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、
大

名
貸
を
受
け
る
な
ど
懇
意
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る69
。
ま
た
、
阿
部
家
は
三

井
家
か
ら
安
永
期
（
一
七
七
二
―
八
一
）
で
あ
る
が
大
名
貸
を
受
け
て
い
た70
。
一

方
、
柳
沢
吉
保
は
、
宝
永
期
に
本
両
替
の
菱
屋
庄
左
衛
門
を
三
井
組
に
加
入
さ
せ

る
な
ど
圧
力
を
加
え
た
た
め
、
三
井
家
と
柳
沢
吉
保
は
良
好
な
関
係
で
は
な
か
っ

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る71
。
綱
吉
政
権
の
中
枢
を
担
っ
た
阿
部
正
武
や
柳
沢
吉
保
と
、

三
井
家
な
ど
の
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
幕
府
の
経
済
政
策
で
の
関
わ
り
の

み
な
ら
ず
、
大
名
と
商
人
と
い
っ
た
個
別
の
関
係
に
も
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

三
七



註
⑴

栗
田
元
次
『
江
戸
時
代
史

上
巻
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
六
復
刻
）、
北
島
正
元
「
牧

野
成
貞
と
柳
沢
吉
保
」（
同
『
近
世
史
の
群
像
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）。

⑵

児
玉
幸
多『
日
本
の
歴
史
１６

元
禄
時
代
』（
中
公
文
庫
、
一
九
七
四
年
）、
尾
藤
正
英『
日

本
の
歴
史
１９

元
禄
時
代
』（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）。

⑶

辻
達
也
『
享
保
改
革
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
六
三
年
）、
大
石
慎
三
郎
『
元
禄
時
代
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
藤
野
保
『
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
七
五
年
）、
高
埜
利
彦
『
日
本
の
歴
史
１３

元
禄
・
享
保
の
時
代
』（
集
英
社
、
一
九
九
二

年
）、
同
編
『
日
本
の
時
代
史
１６

元
禄
の
社
会
と
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、

塚
本
学
『
徳
川
綱
吉
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、
福
田
千
鶴
『
徳
川
綱
吉
』（
山
川

出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
深
井
雅
海
『
日
本
近
世
の
歴
史
３

綱
吉
と
吉
宗
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

⑷

深
井
雅
海
『
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）。

⑸

『
川
越
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
編
（
川
越
市
、
一
九
八
三
年
）
三
〇
〇
頁
。

⑹

藤
井
譲
治
『
幕
藩
領
主
の
権
力
構
造
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

⑺

『
阿
部
正
武
と
徳
川
綱
吉
』（
行
田
市
郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）。

⑻

『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
３
近
世
１
（
埼
玉
県
、
一
九
八
八
年
）
二
九
八
頁
、
大
舘
右

喜
『
近
世
関
東
地
域
社
会
の
構
造
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
二
〇
頁
、
重
田
正
夫
『
川

越
藩
』（
現
代
書
館
、
二
〇
一
五
年
）。

⑼

松
好
貞
夫
『
日
本
両
替
金
融
史
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
二
年
）、
三
井
高
維
編
『
両

替
年
代
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）、
遠
藤
佐
々
喜
「
江
戸
時
代
の
公
金
爲
替
制
度
に

於
け
る
御
爲
替
組
の
発
達
眞
相
」（『
社
会
経
済
史
学
』
第
四
巻
第
六
号
、
一
九
三
四
年
）。

⑽

中
井
信
彦
『
幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』（
塙
書
房
、
一
九
六
一
年
）、
作
道
洋
太
郎
『
日
本

貨
幣
金
融
史
の
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
六
一
年
）、
田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）、
同
「
江
戸
幕
府
御
為
替
の
仕
法
―
享
保
期
銀
座
史
料
に
よ
る

再
検
討
―
」（『
同
志
社
商
学
』
二
〇
巻
一
・
二
号
、
一
九
六
八
年
）、
同
「
江
戸
幕
府
御
為

替
組
の
利
潤
」（『
社
会
科
学
論
集
』
三
号
、
一
九
七
二
年
）、
新
保
博
「
徳
川
時
代
の
為
替

取
引
に
関
す
る
一
考
察
―
御
金
蔵
為
替
を
中
心
に
―
」（『
神
戸
大
学
経
済
學
研
究
年
報
』
一

五
号
、
一
九
六
八
年
）、
同
「
御
金
蔵
為
替
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
三
田
学
会
雑

誌
』
六
四
巻
八
号
、
一
九
七
一
年
）、
松
尾
涼
「
江
戸
幕
府
大
坂
御
為
替
に
つ
い
て
」（『
日

本
歴
史
』
第
二
八
三
号
、
一
九
七
一
年
）、
大
野
瑞
男
「
元
禄
末
期
に
お
け
る
幕
府
財
政
の

一
端
―
「
大
阪
御
金
蔵
金
銀
納
方
御
勘
定
帳
」
の
紹
介
を
兼
ね
て
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』

第
四
号
、
一
九
七
一
年
）。

⑾

賀
川
隆
行
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

⑿

曲
田
浩
和
「
享
保
六
、
七
年
に
お
け
る
公
金
為
替
に
つ
い
て
―
迅
速
な
公
金
輸
送
の
対

応
―
」（『
白
山
史
学
』
第
三
十
号
、
一
九
九
四
年
）、
村
和
明
「
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関

係
帳
簿
類
に
つ
い
て
―
寛
政
四
・
五
年
の
京
・
大
坂
両
替
店
史
料
を
例
に
」（『
三
井
文
庫
論

叢
』第
四
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
同「
御
為
替
三
井
組
の
御
用
関
係
帳
簿
類
に
つ
い
て（
２
）

訂
正
・
注
記
か
ら
考
え
る
」（『
同
前
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
御
為
替
三
井
組

の
御
用
関
係
帳
簿
類
に
つ
い
て
（
３
）
十
人
組
作
成
の
帳
簿
・
失
わ
れ
た
記
録
」（『
同
前
』

第
四
六
号
、
二
〇
一
二
年
）、
大
野
瑞
男
「
大
坂
金
蔵
の
性
格
と
収
支
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』

第
四
九
号
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
大
坂
金
蔵
拝
借
帳
に
つ
い
て
」（『
同
前
』
第
五
〇
号
、

二
〇
一
六
年
）、
『
荒
木
両
替
店
文
書
』（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）。

⒀

辻
達
也
『
享
保
改
革
の
研
究
』（
前
掲
注
３
）、
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』（
岩

波
書
店
、
一
九
六
四
年
）、
高
埜
利
彦
『
日
本
の
歴
史
１３

元
禄
・
享
保
の
時
代
』（
前
掲
注

３
）、
大
石
慎
三
郎
『
将
軍
と
側
用
人
の
時
代
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

⒁

石
川
健
次
郎
・
安
岡
重
明
「
商
人
の
富
の
蓄
積
と
企
業
形
態
」（
安
岡
重
明
・
天
野
雅
敏

編
『
日
本
経
営
史
１

近
世
的
経
営
の
展
開
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
六
四
頁
。

⒂

中
田
易
直
『
三
井
高
利
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）、
拙
稿
①
「
三
井
家
の
発
展
と

大
名
貸
―
延
岡
藩
牧
野
氏
を
事
例
と
し
て
―
」（『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』
第
二
四
号
、
二
〇

〇
九
年
）。

⒃

安
岡
重
明
『
財
閥
形
成
史
の
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。

⒄

三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
（
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）、
日
本
経
営

史
研
究
所
編
『
三
井
両
替
店
』（
株
式
会
社
三
井
銀
行
、
一
九
八
三
年
）。

⒅

中
田
易
直『
三
井
高
利
』（
前
掲
注
１５
）、
宮
本
又
次『
住
友
家
の
家
訓
と
金
融
史
の
研
究
』

（
同
文
館
、
一
九
八
八
年
）、
林
玲
子
『
江
戸
・
上
方
の
大
店
と
町
家
女
性
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
）、
吉
田
伸
之『
日
本
の
歴
史
１７

成
熟
す
る
江
戸
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

⒆
「
御
用
留
抜
書

壱
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、
海
保
孫
四
郎
・

三
谷
三
九
郎
・
三
谷
勘
四
郎
・
蔵
田
七
郎
右
衛
門
も
為
替
御
用
請
負
を
希
望
す
る
願
書
を
提

出
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
為
替
御
用
達
の
一
二
名
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

三
八

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）



⒇

本
両
替
と
は
主
に
金
銀
を
取
り
扱
っ
た
両
替
商
。
本
両
替
の
成
立
は
江
戸
が
最
も
古
く
明

暦
三
年
（
一
六
五
七
）
以
前
で
あ
っ
た
。

21

遠
藤
佐
々
喜
「
江
戸
時
代
の
公
金
爲
替
制
度
に
於
け
る
御
爲
替
組
の
発
達
眞
相
」（
前
掲

注
９
）
五
頁
、
中
田
易
直
『
三
井
高
利
』（
前
掲
注
１５
）
一
七
二
頁
。

22

「
爲
替
御
用
達
之
事
」（
岩
生
成
一
監
修
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
下
巻
、
清
文
堂

出
版
、
一
九
七
三
年
）
二
一
九
頁
。

23

松
尾
涼
「
江
戸
幕
府
大
坂
御
為
替
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
１０
）
七
四
―
七
七
頁
。

24

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
二
〇
五
）。
寛
政
四
年
に
京
両
替
店
が

江
戸
両
替
店
か
ら
取
り
寄
せ
て
写
し
取
っ
た
七
冊
の
う
ち
二
冊
目
で
あ
る
。
後
年
に
編
纂
さ

れ
た
史
料
で
は
あ
る
が
、
江
戸
両
替
店
の
史
料
は
大
部
分
が
焼
失
し
て
お
り
、
三
井
家
の
幕

府
御
為
替
御
用
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
は
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

25

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
―
一
七
五
頁
に
よ
れ
ば
、
松
平
美
濃
守
重
良
は
元
禄
元

年
七
月
二
七
日
よ
り
勘
定
頭
。
知
行
三
〇
〇
〇
石
。

26

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
六
―
三
九
三
頁
に
よ
れ
ば
、
稲
生
伊
賀
守
正
照
は
元
禄

二
年
五
月
三
日
よ
り
勘
定
奉
行
。
知
行
一
五
〇
〇
石
。

27

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
八
―
二
四
六
頁
に
よ
れ
ば
、
諸
星
伝
左
衛
門
忠
直
は
元

禄
元
年
七
月
二
七
日
よ
り
勘
定
吟
味
役
。
知
行
二
〇
〇
石
、
廩
米
四
〇
〇
俵
。

28

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
〇
―
一
四
二
頁
に
よ
れ
ば
、
荻
原
近
江
守
重
秀
は
元
禄

九
年
九
月
一
一
日
よ
り
勘
定
奉
行
。
知
行
三
七
〇
〇
石
。

29

金
奉
行
は
幕
府
の
金
庫
を
管
掌
す
る
役
で
、
元
方
（
収
納
）
と
払
方
（
支
出
）
の
二
つ
に

分
か
れ
る
（
拙
稿
②
「
金
奉
行
」
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

九
年
、
一
四
二
頁
）。

30

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
八
―
二
九
六
頁
に
よ
れ
ば
、
大
柴
清
右
衛
門
祐
栄
は
元

禄
二
年
閏
正
月
三
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
三
五
〇
俵
。

31

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
六
―
三
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、
大
岡
喜
右
衛
門
忠
通
は
元

禄
二
年
閏
正
月
三
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
二
〇
〇
俵
。

32

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
〇
―
三
〇
九
頁
に
よ
れ
ば
、
永
井
内
蔵
助
信
晟
は
元
禄

二
年
閏
正
月
二
三
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
三
〇
〇
俵
。

33

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

34

後
藤
包
（
金
座
包
）
は
、
一
般
に
小
判
は
百
両
包
、
一
分
金
は
五
十
両
が
主
で
あ
っ
た
。

包
み
方
、
封
印
の
方
法
、
使
用
印
な
ど
は
す
べ
て
幕
府
の
許
可
を
得
た
一
定
の
方
式
を
と
っ

て
い
た
。

35

小
田
忠
「
包
銀
の
流
通
―
包
銀
の
流
通
は
人
々
に
と
っ
て
役
に
立
っ
た
か
―
」（『
大
阪
商

業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
一
年
）
六
七
頁
。

36

「
大
坂
御
蔵
定
御
証
文
写
」（『
竹
橋
余
筆
別
集
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
一
九
六

頁
。

37

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
―
二
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
小
田
切
土
佐
守
直
利
は
貞
享
三

年
七
月
十
日
よ
り
大
坂
町
奉
行
。
知
行
二
六
三
〇
石
。

38

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
三
―
一
七
頁
に
よ
れ
ば
、
加
藤
平
八
郎
泰
堅
は
元
禄
四

年
正
月
十
一
日
よ
り
大
坂
町
奉
行
。
知
行
二
〇
〇
〇
石
。

39

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
一
―
一
四
二
頁
に
よ
れ
ば
、
八
木
庄
兵
衛
某
は
寛
文
十

一
年
九
月
十
八
日
よ
り
大
坂
の
御
金
奉
行
。
廩
米
三
〇
〇
俵
。

40

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
三
〇
六
頁
に
よ
れ
ば
、
小
尾
市
郎
左
衛
門
某
は
天
和

元
年
七
月
四
日
よ
り
大
坂
の
御
金
奉
行
。
廩
米
四
〇
〇
俵
。

41

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
八
―
七
六
頁
に
よ
れ
ば
、
服
部
半
左
衛
門
保
儀
は
元
禄

二
年
六
月
十
日
よ
り
大
坂
の
御
金
奉
行
。
廩
米
三
〇
〇
俵
。

42

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
六
―
一
五
二
頁
に
よ
れ
ば
、
小
林
十
右
衛
門
直
政
は
元

禄
三
年
十
月
三
日
よ
り
大
坂
の
御
金
奉
行
。
廩
米
三
〇
〇
俵
。

43

『
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
一
〇
一
頁
に
よ
れ
ば
、
阿
部
正

武
は
京
都
所
司
代
引
渡
の
た
め
上
洛
し
て
い
る
。

44

大
石
慎
三
郎
『
元
禄
時
代
』（
前
掲
注
３
）
一
六
一
頁
。

45

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

46

箔
座
は
、
幕
府
が
金
銀
な
ど
の
箔
類
の
製
造
・
売
買
を
統
制
し
た
り
、
税
金
を
徴
収
し
た

り
す
る
た
め
に
設
け
た
機
関
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
江
戸
と
大
坂
に
設
け
ら
れ
、
宝

永
六
年
（
一
七
〇
七
）
に
廃
止
さ
れ
た
。

47

柚
木
学
『
日
本
酒
の
歴
史
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
）
六
二
―
六
七
頁
。

48

内
藤
耻
叟
『
徳
川
十
五
代
史
』
第
三
編
（
新
物
往
来
社
、
一
九
八
五
年
）
一
四
二
頁
。

49

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

50

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

51

三
井
次
郎
右
衛
門
高
伴
と
思
わ
れ
る
。

元
禄
期
の
経
済
政
策
と
幕
府
為
替
御
用
（
大
橋
）

三
九



52

岸
部
次
郎
右
衛
門
は
銀
座
の
大
勘
定
役
で
、
両
替
町
押
小
路
上
ル
町
（
京
都
市
中
京
区
）

に
居
住
し
て
い
た
。

53

中
瀬
勝
太
郎
『
徳
川
幕
府
の
会
計
検
査
制
度
』
築
地
書
館
、
一
九
九
〇
年
）
六
四
頁
。

54

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

55

中
村
九
郎
右
衛
門
は
元
禄
一
二
年
よ
り
銀
座
年
寄
。
後
に
内
蔵
助
と
名
乗
る
。
正
徳
四
年

の
銀
座
手
入
れ
の
際
に
追
放
を
命
じ
ら
れ
た
。
田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』（
前
掲
注

１０
）
一
九
四
―
一
九
六
頁
。

56

『
通
航
一
覧
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
年
）
五
三
〇
頁
。

57

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八
―
二
六
四
頁
に
よ
れ
ば
、
宗
対
馬
守
義
方
は
対
馬
国
府

中
藩
第
五
代
藩
主
。

58

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

59

藤
實
久
美
子
「
書
物
師
出
雲
寺
に
み
る
御
用
達
町
人
の
格
式
」（『
論
集
き
ん
せ
い
』
第
一

五
号
、
一
九
九
三
年
）。

60

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

61

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
一
―
九
二
頁
に
よ
れ
ば
、
大
村
与
右
衛
門
貞
義
は
元
禄

七
年
九
月
朔
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
一
〇
〇
俵
。

62

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
七
―
六
七
頁
に
よ
れ
ば
、
井
戸
対
馬
守
良
弘
は
元
禄
七

年
二
月
一
九
日
よ
り
勘
定
奉
行
。
知
行
二
五
四
〇
石
。

63

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
六
―
一
七
六
頁
に
よ
れ
ば
、
久
貝
因
幡
守
正
方
は
元
禄

一
二
年
正
月
一
一
日
よ
り
勘
定
奉
行
。
知
行
五
五
〇
〇
石
。

64

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
八
―
二
四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
諸
星
清
左
衛
門
盛
明
は
元

禄
一
〇
年
閏
二
月
七
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
三
〇
〇
俵
。

65

「
八
朔
御
目
見
献
上
物
ノ
儀
ニ
付
井
戸
備
前
守
御
達
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

殊
二
三

九
）。
な
お
、
戸
備
前
守
は
井
戸
備
前
守
で
は
な
く
戸
川
備
前
守
の
こ
と
で
あ
る
。

66

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
五
―
二
八
七
頁
に
よ
れ
ば
、
戸
川
備
前
守
安
廣
は
元
禄

一
二
年
四
月
一
四
日
よ
り
勘
定
奉
行
。
知
行
三
〇
〇
〇
石
。

67

「
御
用
留
抜
書

弐
」（
前
掲
注
２４
）。

68

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
一
―
四
〇
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
杉
山
久
助
信
行
は
元
禄
一

三
年
一
一
月
二
六
日
よ
り
御
金
奉
行
。
廩
米
一
五
〇
俵
。

69

竹
内
誠『
大
系
日
本
の
歴
史
１０

江
戸
と
大
坂
』（
小
学
館
、
一
九
八
九
年
）、
拙
稿
③「
忍

城
主
阿
部
家
の
江
戸
藩
邸
と
将
軍
御
成
り
」（『
行
田
市
郷
土
博
物
館
研
究
報
告
』
第
九
集
、

二
〇
一
八
年
）。

70

拙
稿
④
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
三
井
家
の
大
名
貸
―
笠
間
藩
牧
野
家
を
事
例
と
し
て
―
」

（『
論
集
き
ん
せ
い
』
第
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
）。

71

村
和
明
「
三
井
の
武
家
貸
と
幕
府
権
力
」（
牧
原
成
征
編
『
近
世
の
権
力
と
商
人
』
山
川

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。

四
〇

文
書
館
紀
要
第
三
十
二
号
（
二
〇
一
九
・
三
）


